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〈編集後記〉

作年 度 の12月 よ り 「低 温 セ ソ ター だ よ り」 の編集 委 員 を させ て いた だい てお ります が、幾 つ

か良 い ことが あ りま した。

一 つは 、普段 読 ま なか った異分 野 め論文 を読 む よ うに な った ことです 。低 温 セ ン ター だ よ り

に掲 載 され て い る論 文 は、比 較 的素人 向 け に書 かれ て い るので途 中 で挫折 せず に読 め(そ うで

ない とき もあ ります が)、 同時 に阪 大 の他 の先 生 のお仕 事 を知 る こ とが出来 る とい うメ リ ッ ト

もあ りま した。 本号 で も、人 工超格 子 、近接 場 や ス ピ ン拡散 な ど専 門的 に書 か れた らとて も読

む ことが出 来 ない もの を易 し く解 説 されて い ます ので皆 様 も楽 しまれ た こと と思 い ます。

も う一 つ は、 セ ン ター を維持 ・向上 させ よ うとす る低 温 セ ソ ター の職 員 の方 々の ご苦労 を知

る ことがで きた ことです 。 これ まで私 は低温 セ ソター の フ レキ ュエ ソ トリー ユ ーザ ー とい うわ

けでは なか った ので 、 あ ま りそ の実 態 につ いて考 え る ことな く、た ま に液 体窒 素 を使 う程 度の

関係 で した 。そ んなわけで 、私の場 合、低温 について の知 識 が無 い こともあ って 、低 温 セ ソター

で の液体 窒素 や液 体 ヘ リウムの供給 業務 は簡 単 で、 うま く機能 して 当然で あ る、 とい う思 い込

みが あ りま した。 やは り、勝 手 に旨 く機能 す るシステ ム とい うのは存在 しない もので 、 旨 くい っ

て い ると きは陰 で努 力 されて い る方 の存 在 が必ず あ るもので す。

吹 田キ ャソパ スの 中に も、私 の よ うに、低 温 セ ソ ターは た まに使 うけ れ ど もあま り馴 染 みが

ない とい う方 もい らっ しゃ るか と思 い ます。 この 「低 温 セ ンター だ よ り」 を通 じて、少 しで も

低温 セ ソ ターへ の ご理解 が深 まれ ば幸 いに存 じます。'「 一

森'勇 介
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